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会 告 http://www.ieice.org/jpn/kaikoku/kaikoku.html
（本会ホームページ→各種お知らせ→会告）

会誌には一部の記事を掲載しております．詳細は本会ホームページを御覧下さい．





電子情報通信学会各研究会開催案内
第一種研究会 平成 29 年 11 月 2 日～12 月 1 日

開催プログラムは変更になることがあります．
最新情報は学会ホームページのイベント日程等で御確認下さい．
http://www.ieice.org/event/workshops.php

◎基礎・境界ソサイエティ／NOLTAソサイエティ
研 究 会 名 日 時 会 場

回 路 と シ ス テ ム （CAS）
シ ス テ ム 数 理 と 応 用（MSS）

16 日(木)
17 日(金)

9： 15～17： 55
9： 00～16： 55 日立中央研究所・記念会館

情 報 理 論 （IT） 28 日(火) 14： 00～17： 20 泉慶（新潟）
信 頼 性 （R） 16 日(木) 14： 00～16： 45 大阪中央電気倶楽部
超 音 波 （US） 17 日(金) 10： 00～15： 50 本多電子

応 用 音 響 （EA） 30 日(木)
12 月 1 日(金)

10： 00～17： 35
10： 00～17： 00 オークランド大学

非 線 形 問 題 （NLP） 5日(日)
6 日(月)

13： 00～17： 50
10： 00～16： 30 東北大学・電気通信研究所

Ｖ Ｌ Ｓ Ｉ 設 計 技 術（VLD）
電 子 部 品 ・ 材 料 （CPM）
集 積 回 路 （ICD）
画 像 工 学 （IE）
コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム（CPSY）
ディペンダブルコンピューティング（DC）
リコンフィギャラブルシステム（RECONF）

6 日(月)
7 日(火)
8 日(水)

10： 30～17： 30
9： 00～17： 50
9： 00～16： 45

くまもと県民交流館パレア

情 報 セ キ ュ リ テ ィ（ISEC）
技 術 と 社 会 ・ 倫 理 （SITE）
ライフインテリジェンスとオフィス情報システム（LOIS）

9 日(木)
10 日(金)

9： 00～17： 30
10： 00～16： 40 京都産業大学・むすびわざ館

複雑コミュニケーションサイエンス（CCS） 9 日(木)
10 日(金)

10： 00～16： 25
10： 00～14： 55 大阪大学・吹田キャンパス

◎通信ソサイエティ
（通信ソサイエティでは，技術研究報告の完全電子化に向けた取組みのため，全ての研究会で参加費をお支払頂くことになりま
した．詳しくは http://www.ieice.org/cs/jpn/kensen/special/e_gihou/e_gihou.html を御参照下さい．）

研 究 会 名 日 時 会 場

ア ン テ ナ ・ 伝 播 （A・P）
無 線 通 信 シ ス テ ム （RCS）

8 日(水)
9 日(木)
10 日(金)

9： 00～17： 35
9： 00～18： 15
9： 00～17： 15

福岡大学・文系センター棟

宇宙・航行エレクトロニクス（SANE） 23 日(木)
24 日(金)

10： 00～17： 40
9： 00～12： 20 Universiti Malaysia Sarawak

環 境 電 磁 工 学 （EMCJ）
無 線 電 力 伝 送 （WPT） 21 日(火) 9： 05～17： 20 機械振興会館

環 境 電 磁 工 学 （EMCJ） 22 日(水) 9： 30～17： 35 機械振興会館
ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム（NS）
コミュニケーションクオリティ（CQ）
情 報 通 信 マ ネ ジ メ ン ト（ICM）

16 日(木)
17 日(金)

9： 30～17： 40
9： 15～15： 25 高松センタービル
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情 報 ネ ッ ト ワ ー ク （IN）
モバイルネットワークとアプリケーション（MoNA）
クラウドネットワークロボット（CNR）

16 日(木)
17 日(金)

10： 00～17： 00
9： 00～16： 15 北九州国際会議場

通 信 方 式 （CS） 16 日(木)
17 日(金)

10： 00～11： 40
10： 00～11： 40 阿蘇プラザホテル

通 信 方 式 （CS）
画 像 工 学 （IE）

30 日(木)
12 月 1 日(金)

9： 30～17： 50
9： 30～15： 50 名古屋大学・東山キャンパス

電 子 通 信 エ ネ ル ギ ー 技 術（EE） 21 日(火) 8： 35～11： 25 鹿児島大学・稲盛会館
光 通 信 シ ス テ ム （OCS）
光 フ ァ イ バ 応 用 技 術（OFT）

23 日(木)
24 日(金)

13： 35～18： 50
9： 30～16： 40 関西大学・梅田キャンパス

フォトニックネットワーク（PN） 15 日(水)
16 日(木)

13： 30～17： 45
10： 00～15： 55 工学院大学・新宿キャンパス

インターネットアーキテクチャ（IA） 10 日(金) 10： 40～14： 50 ホテルグリーンピア南阿蘇

インターネットアーキテクチャ（IA） 15 日(水)
16 日(木)

13： 00～17： 30
10： 00～16： 50 King Mongkut’s Institute of Technology Ladkrabang

知的環境とセンサネットワーク（ASN） 16 日(木)
17 日(金)

10： 20～17： 55
9： 20～15： 40 鶴岡市先端研究産業支援センター

短 距 離 無 線 通 信 （SRW） 13 日(月)
14 日(火)

13： 05～17： 40
9： 05～18： 10 情報通信研究機構

ヘルスケア・医療情報通信技術（MICT）
医 用 画 像 （MI） 6日(月) 9： 20～16： 40 サンポートホール高松

◎エレクトロニクスソサイエティ
（エレクトロニクスソサイエティでは，技術研究報告の完全電子化に向けた取組みのため，一部の研究会で参加費をお支払頂く
ことになりました．詳しくは http://www.ieice.org/es/jpn/trial2017_HP/About_ES_trial.rev.html を御参照下さい．）

研 究 会 名 日 時 会 場
機 構 デ バ イ ス （EMD） 17 日(金) 9： 30～17： 35 電気通信大学
電 子 デ ィ ス プ レ イ （EID） 22 日(水) 12： 40～16： 40 千代田区立日比谷図書文化館・日比谷コンベンションホール
電 子 デ バ イ ス （ED）
電 子 部 品 ・ 材 料 （CPM）
レーザ・量子エレクトロニクス（LQE）

30 日(木)
12 月 1 日(金)

13： 35～17： 05
9： 40～17： 30 名古屋工業大学・窒化物半導体マルチビジネス創生センター

電 子 部 品 ・ 材 料 （CPM）
集 積 回 路 （ICD）
Ｖ Ｌ Ｓ Ｉ 設 計 技 術（VLD）
画 像 工 学 （IE）
コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム（CPSY）
ディペンダブルコンピューティング（DC）
リコンフィギャラブルシステム（RECONF）

6 日(月)
7 日(火)
8 日(水)

10： 30～17： 30
9： 00～17： 50
9： 00～16： 45

くまもと県民交流館パレア

電 磁 界 理 論 （EMT）
9日(木)
10 日(金)
11 日(土)

10： 00～16： 10
10： 00～17： 00
10： 00～12： 05

天童ホテル（山形）

シ リ コ ン 材 料・デ バ イ ス（SDM） 9日(木)
10 日(金)

10： 00～16： 40
10： 00～16： 40 機械振興会館

マ イ ク ロ 波 （MW） 9日(木)
10 日(金)

9： 30～17： 15
9： 45～15： 25 宮古島市マリンターミナルビル（まりんぴあみやこ）

有 機 エ レ ク ト ロ ニ ク ス（OME） 17 日(金) 13： 00～16： 55 大阪大学・中之島センター
マイクロ波・ミリ波フォトニクス（MWP） 9 日(木) 13： 20～16： 50 機械振興会館

◎情報・システムソサイエティ
（情報・システムソサイエティでは，技術研究報告の完全電子化に向けた取組みのため，一部の研究会で参加費をお支払頂くこ
とになりました．詳しくは https://www.ieice.org/iss/jpn/notice/About_ISS_traial.html を御参照下さい．）

研 究 会 名 日 時 会 場
ＭＥとバイオサイバネティックス（MBE）
ニューロコンピューティング（NC）

24 日(金)
25 日(土)

13： 00～17： 15
10： 00～17： 05 東北大学・大学院・情報科学研究科
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ライフインテリジェンスとオフィス情報システム（LOIS）
情 報 セ キ ュ リ テ ィ（ISEC）
技 術 と 社 会 ・ 倫 理 （SITE）

9日(木)
10 日(金)

9： 00～17： 30
10： 00～16： 40 京都産業大学・むすびわざ館

画 像 工 学 （IE）
コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム（CPSY）
ディペンダブルコンピューティング（DC）
リコンフィギャラブルシステム（RECONF）
Ｖ Ｌ Ｓ Ｉ 設 計 技 術（VLD）
電 子 部 品 ・ 材 料 （CPM）
集 積 回 路 （ICD）

6日(月)
7 日(火)
8 日(水)

10： 30～17： 30
9： 00～17： 50
9： 00～16： 45

くまもと県民交流館パレア

画 像 工 学 （IE）
通 信 方 式 （CS）

30 日(木)
12 月 1 日(金)

9： 30～17： 50
9： 30～15： 50 名古屋大学・東山キャンパス

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム（CPSY） 19 日(日) 15： 00～18： 00 青森県観光物産館アスパム
人 工 知 能 と 知 識 処 理（AI） 24 日(金) 10： 25～17： 10 九州大学・伊都キャンパス

知 能 ソ フ ト ウ ェ ア 工 学（KBSE） 10 日(金)
11 日(土)

15： 00～16： 30
9： 30～12： 00 熱海第一ビル

教 育 工 学 （ET） 11 日(土) 10： 10～17： 00 上智大学・四谷キャンパス
医 用 画 像 （MI）
ヘルスケア・医療情報通信技術（MICT） 6 日(月) 9： 20～16： 40 サンポートホール高松

情報通信システムセキュリティ（ICSS） 20 日(月)
21 日(火)

13： 30～17： 40
9： 30～14： 25 別府国際コンベンションセンター

情報論的学習理論と機械学習（IBISML） 9 日(木)
10 日(金)

13： 00～15： 30
13： 00～15： 30 東京大学・本郷キャンパス

マルチメディア情報ハイディング・エンリッチメント（EMM） 6 日(月)
7 日(火)

14： 30～17： 30
10： 00～13： 50 鹿児島大学・郡元キャンパス

クラウドネットワークロボット（CNR）
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク （IN）
モバイルネットワークとアプリケーション（MoNA）

16 日(木)
17 日(金)

10： 00～17： 00
9： 00～16： 15 北九州国際会議場

サービスコンピューティング（SC） 2日(木) 11： 00～17： 00 京都大学・KRP拠点
今後の予定；パターン認識・メディア理解（PRMU）

◎ヒューマンコミュニケーショングループ：11 月開催の研究会はございません．

◇第二種研究会開催案内
ECOC報告会 11 月 13 日(金) 機械振興会館
第 3回超高速光エレクトロニクス研究会 11 月 17 日(金) 電気通信大学
シンポジウム「テラヘルツ科学の最先端Ⅳ」 12 月 4 日(月)～6 日(水) KKRホテル熱海

◇第二種研究会発表募集案内
第 15 回ネットワークソフトウェア研究会 1 月 18 日(木)，19 日(金) 石垣市民会館



◉㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀受賞候補者募集等 ㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀◉

平成 29 年度論文賞候補論文推薦について

平成 29 年度論文賞候補論文の推薦を求めます．論文賞候補論
文の選定はソサイエティごとに行います．
下記サイトに記載の選定条件及び関係規程を御参照の上，御推

薦（所属ソサイエティにおける正員 1名につき 1編）下さい．
基礎・境界 ソサイエティ
http://www.ieice.org/ronbunsuisen/a/
エレクトロニクス ソサイエティ
http://www.ieice.org/ronbunsuisen/c/
情報・システム ソサイエティ
http://www.ieice.org/ronbunsuisen/d/
推薦締切期日 平成 29 年 12 月 1 日（木）

◉㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀求 人 欄 ㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀◉

求人欄出稿にあたってのお願い
求人欄原稿を受領後，事務局では原稿受領通知をお送りしてお
ります．原稿送信後，数日たっても受領の連絡がない場合は，事
故防止のため下記までお問合せ願います．
問合先：電子情報通信学会編集出版部

TEL〔03〕3433-6692，E-mail : shuppan@ieice.org

──教官・教員募集──

●兵庫県立大学
公募人員 大学院工学研究科電子情報工学専攻 教授 1名
専門分野 電子デバイス
応募資格 博士の学位を有すること
着任時期 平成 30 年 4 月 1 日（任期なし）
応募締切 平成 29 年 11 月 15 日（水）必着
問 合 先 電子情報工学専攻長 榎原 晃

TEL〔079〕267-4872，koubo182@eng.u-hyogo.ac.jp
詳 細 http://www.eng.u-hyogo.ac.jp/outline/koubo/

●兵庫県立大学
公募人員 大学院工学研究科電子情報工学専攻 教授 1名
専門分野 電磁波工学
応募資格 博士の学位を有すること
着任時期 平成 30 年 4 月 1 日（任期なし）
応募締切 平成 29 年 11 月 15 日（水）必着
問 合 先 電子情報工学専攻長 榎原 晃

TEL〔079〕267-4872，koubo183@eng.u-hyogo.ac.jp
詳 細 http://www.eng.u-hyogo.ac.jp/outline/koubo/

●兵庫県立大学
公募人員 大学院工学研究科電子情報工学専攻 准教授 1名
専門分野 知能情報工学
応募資格 博士の学位を有すること
着任時期 平成 30 年 4 月 1 日（任期なし）
応募締切 平成 29 年 11 月 15 日（水）必着

問 合 先 電子情報工学専攻長 榎原 晃
TEL〔079〕267-4872，koubo190@eng.u-hyogo.ac.jp

詳 細 http://www.eng.u-hyogo.ac.jp/outline/koubo/

●兵庫県立大学
公募人員 大学院工学研究科電子情報工学専攻 准教授 1名
専門分野 アンテナ伝搬または電磁環境工学
応募資格 博士の学位を有すること
着任時期 平成 30 年 4 月 1 日（任期なし）
応募締切 平成 29 年 11 月 15 日（水）必着
問 合 先 電子情報工学専攻長 榎原 晃

TEL〔079〕267-4872，koubo187@eng.u-hyogo.ac.jp
詳 細 http://www.eng.u-hyogo.ac.jp/outline/koubo/

●神奈川工科大学
公募人員 情報学部 教授または准教授 1名
専門分野 AI インフラ：人工知能（AI）を活用するための ICT

インフラストラクチャ技術に関する分野，または実用
的なAI システムを構築運用するためのシステム技術
分野，例えばクラウドコンピューティング，IoT など
の構築や運用に関する分野

応募締切 平成 29 年 11 月 17 日（金）必着
問 合 先 情報工学科教授 田中 博

TEL〔046〕291-3203，h_tanaka@ic.kanagawa-it.ac.jp
詳 細 http://www.kait.jp/recruit/

●神奈川工科大学
公募人員 情報学部 教授または准教授 1名
専門分野 AI 応用：ICT の要素技術をベースとして人工知能

（AI）を活用する分野．特にエンターテイメント分
野，感性や感情を活用する分野，情報サービスシステ
ムを企画・開発・運用する分野

応募締切 平成 29 年 11 月 17 日（金）必着
問 合 先 情報工学科教授 田中 博

TEL〔046〕291-3203，h_tanaka@ic.kanagawa-it.ac.jp
詳 細 http://www.kait.jp/recruit/

●神奈川工科大学
公募人員 情報学部 教授または准教授 1名
専門分野 音声情報処理，音声メディア技術，音響工学技術，声

優・演劇などの技術や技能をベースとして，サウンド
クリエータ，サウンドエンジニア，声優など音声，音
響，サウンドなどに関する教育研究の分野

応募締切 平成 29 年 11 月 17 日（金）必着
問 合 先 〒243-0292 厚木市下荻野 1030

神奈川工科大学情報メディア学科教授 佐藤 尚
sato@ic.kanagawa-it.ac.jp

●神奈川工科大学
公募人員 特任教授または特任准教授 1名，任期 4年
専門分野 ICTに関する基礎または応用分野
応募資格 ICTに関する実践的な教育ができること．情報処理技

術者試験やCiscoなどの資格取得教育を担当できること
提出書類 履歴書・教育研究等業績リスト（本学所定書式）

教育に対する抱負（A4で 1枚程度），推薦書 1通
応募締切 平成 29 年 11 月 17 日（金）必着
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提 出 先 〒243-0292 厚木市下荻野 1030 神奈川工科大学庶
務担当部長気付 情報学部教員選考委員長（資格系）

照 会 先 塩川茂樹 shiokawa@nw.kanagawa-it.ac.jp

●福井工業高等専門学校
公募人員 電子情報工学科 教授 1名
専門分野 情報ネットワークに関する分野
応募資格・担当科目 以下のURLを参照下さい

http://www.fukui-nct.ac.jp/info/kyouinkoubo.html
応募締切 平成 29 年 12 月 1 日（金）必着
問 合 先 学科長 下條雅史

TEL〔0778〕62-8274，shimo0@ei.fukui-nct.ac.jp

●新潟工科大学
公募人員 教授または准教授 1 名（任期 5 年，65 歳定年）※任

期満了後，任期のない専任教員への任用の可能性あり
専門分野 ロボット工学，メカトロニクス，人工知能，知能機械

システム，自動制御のいずれかに関連する分野（機械
工学分野を基盤とする者が望ましい）

着任時期 平成 30 年 4 月 1 日
応募締切 平成 29 年 12 月 11 日（月）必着
問 合 先 工学部 教授 寺島正二郎

TEL〔0257〕22-8111，george@mce.niit.ac.jp
詳 細 http://www.niit.ac.jp/info/info/koubo.html

●新潟工科大学
公募人員 准教授または助教 1 名（任期 5 年，65 歳定年）※任

期満了後，任期のない専任教員への任用の可能性あり
専門分野 情報システム工学，情報ネットワーク工学のいずれか

に関連する分野
着任時期 平成 30 年 4 月 1 日
応募締切 平成 29 年 12 月 11 日（月）必着
問 合 先 工学部 教授 今田 剛

TEL〔0257〕22-8111，imada@iee.niit.ac.jp
詳 細 http://www.niit.ac.jp/info/info/koubo.html

●香川高等専門学校
公募人員 電子システム工学科 講師または助教 1名
専門分野 システム制御，ロボット分野
採用予定日 平成 30 年 3 月 1 日以降のできるだけ早い時期
応募締切 平成 29 年 12 月 15 日（金）必着
問 合 先 電子システム工学科長 矢木正和

TEL〔0875〕83-8540，yagi@es.kagawa-nct.ac.jp
詳 細 http://www.kagawa-nct.ac.jp/personnel/open_recruitment/koubo.html

◎求人欄の執筆要領につきましては下記を御覧下さい．
URL：http://www.ieice.org/jpn/books/ad/kyokanshainboshu.html

◎次回締切 1月号掲載分 平成 29 年 11 月 17 日（金）必着
◎会告求人欄に掲載された内容は本会ホームページに掲載してお
ります．下記からお入り頂くと今月号だけではなく，締切前の
求人が全て御覧になれます．
URL：http://www.ieice.org/jpn/service/kyokanboshu.html
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総合版ハンドブック

「知識ベース」の一般公開について

総合版ハンドブック「知識ベース」の一般公開
を開始しております．一般公開は，会員限定 β版
での公開後 2か月を経過した一部のコンテンツが
対象となります．
閲覧にあたっては，本会ホームページ（トップ

ページ）→「総合版ハンドブック「知識ベース」」
または，以下のURLからお入りください．

http://www.ieice-hbkb.org/portal/



◉㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀お 知 ら せ ㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀◉

──転勤・転居及び学生員申請の届出について──

住所変更及び所属変更等の内容を本会 Web サイト上「会員
サービス→マイページ」より御連絡下さい．※最初にマイページ
専用のパスワード登録が必要となります．
書面（E-mail，FAX，郵送）でも承りますので，「会員番号，

氏名，変更内容（住所），連絡先電話番号」を明記の上，事務局
会員サービス部会員課宛てに御連絡下さい．毎月 15 日までに御
連絡を頂いたものは翌月号の発送から変更となります．
なお，転居先不明等で長期にわたり届出がありませんと，停止

していた間の会誌等をお送りできない場合もありますので，お早
めに御連絡下さいますようお願い致します．
また，4 月以降大学院等への進学で学生員の継続を希望される
方は，Web サイト上「会員サービス→各種届け出→学生員申請」
より御申請下さい．書面（E-mail，FAX，郵送）でも承ります
ので，「学生員申請」と明記し，「会員番号，氏名，学校（院）
名，博士・修士課程別，修了予定年月」を御連絡下さい．
E-mail：kaiin@ieice.org，FAX〔03〕3433-6659

──平成 29 年 11 月号及び 12 号
和・英論文誌特集・小特集テーマ──

和・英論文誌編集委員会

（基礎・境界ソサイエティ）
11 月号［英文］Smart Multimedia & Communication Systems
12 月号［和文］バイオメトリクス
12 月号［英文］＊Information Theory and Its Applications

＊VLSI Design and CAD Algorithms
（通信ソサイエティ）
11 月号［英文］Network Virtualization, Network Softwarization

and Fusion Platform of Computing and Network-
ing

12 月号［和文］知的環境とセンシングのシステムとソフトウェ
ア

（エレクトロニクスソサイエティ）
11 月号［英文］Electronic Displays
12 月号［和文］大学発マイクロ波論文
（情報・システムソサイエティ）
12 月号［英文］＊ Parallel and Distributed Computing and Net-

working
＊Frontiers in Agent-based Technology

──｢子供の科学教室｣の募金活動について──

本会では 10 数年間にわたり，会員の先生方にボランティアで
講師となって頂き，先端の科学について分かりやすく話して頂く
会を企画し，小・中・高校生を対象に同科学教室を開催して参り
ました．毎回書いて頂くアンケートでも非常によい感想を頂いて
おります．
この青少年の啓発活動を定着させていくために，平成 14 年度
からこの活動が本来，御賛同の方の御支援により実施すべきもの
と考え，理事会の承認を得て，会費請求時に個別会員，維持員の
皆様から「子供の科学教室」として御寄付を募ることに致しまし
た．御寄付は使途を明確にして有効活用させて頂いております．
会員の皆様に御賛同を頂くとともに，御協力をお願い申し上げま
す．
募金額は 1口 1,000 円とさせて頂いておりますが，口数に制限

はありません．なお，募金用の振込用紙は，11 月末ごろ，会員の
皆様にお送り致します平成 30 年度会費の振込用紙に同封させて
頂きますので，何とぞ御協力下さいますようお願い申し上げます．

◉㌀㌀㌀㌀講演会・講習会・学術研究集会等 ㌀㌀㌀㌀◉

◇本会・ソサイエティ・グループ・研究専門委員会等
主催・共催

●HCG シンポジウム 2017─ヒューマンコミュニケーションと
価値創造─
期 日 平成 29 年 12 月 13 日（水)～15 日（金）
会 場 金沢歌劇座（金沢市）
URL http://2017.hcg-symposium.org/

●2018 年暗号と情報セキュリティシンポジウム（SCIS2018）
期 日 平成 30 年 1 月 23 日（火)～26 日（金）
会 場 朱鷺メッセ（新潟市）
URL http://www.iwsec.org/scis/2018/

会告 1331



◇ ◇ 「電子情報通信学会 100 年史」販売の御案内 ◇ ◇

電子情報通信学会は，本年 5月 1 日に創立 100 周年を迎えました．記念事業の一環として，100 年史刊行委員会にお
いて，この 100 年間に目覚ましい発展を遂げた電子・情報・通信技術の歩みを顧みるとともに，明るい未来を願って将
来展望をまとめた 100 年史を編纂致しました．
このたび，創立 100 周年記念式典に参加された方々，記念事業への協賛募金に御協力頂いた方々に進呈した 100 年史
を，広く希望者にお分けすることとなりましたので，御案内致します．
本 100 年史は，特に，技術発展の担い手として活躍しておられる技術者はもとより，これから活躍されることになる

若い関連技術者にとっても益が多く，今後の発展に向けた様々な示唆を得ることができると考えます．
この機会に是非御購入下さい．

B5 判ハードカバー（箱入り）／462 ページ／2色刷り
定価 本体 8,000 円＋税（送料別）
お申し込みは下記URLからお入り下さい
URL http://www.ieice.org/jpn/books/100th.html
※お申し込みに関するお問合せは事務局会員サービス部会員課までお願い致します．

TEL〔03〕3433-6691（ガイド：1） E-mail：kaiin2@ieice.org

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

100 年史の構成概要（http://www.ieice.org/jpn/100th/100_year_history.html）
第 1部：電子情報通信学会 100 年の歩み
本会の創立以来の組織構成と主な活動の変遷，及び 100 周年記念事業について紹介します．

第 2部：電子情報通信技術 100 年の発展
本会が扱っている電子・情報・通信の技術領域を，基礎・境界／NOLTA，通信，エレクトロニクス，情報・システ

ムの各ソサイエティが扱う分野に分けて，100 年間の技術の発展を概説します．なお，ヒューマンコミュニケーション
グループが対象とする技術は，情報・システムソサイエティが扱う分野に含めています．
第 3部：電子情報通信技術の将来の発展につながるトピックス
明るい未来につなげることを狙いとして，現在話題となっており，これからの発展が特に強く期待される技術を，過

去の歴史だけでなく将来の展望を含むトピックスとして解説します．トピックスのうち，本会において過去・将来とも
に特に重要な位置を占めるものと判断され，背景を含む通史的なストーリーある読み物として解説すべき技術を大ト
ピックスとして位置付けて解説します．
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